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Table3. Jointtoxicactionofma]athion,dimethoate andDibromtofemaleadultsof

thecommonhouseflyappliedtopicallylnaCetOne.

帆r'･)をしめす. しかし AB/VV(石デによって検定L

た他は,いづれも1.97より小で.イi謡性がみとめられ

ない.よって両者のイエバエに対する迎合作用i!1性は

similarであると紙.諭される.

一方 malathionとDibrom の況用の場合は,

malathionに対するDibrom の丘が糊 け るにし'た

がって synergisticの帆~lLl]を増し,57:43の況合比

においては A.の伯に有意性がみとめられた.ゆえに

malathionに対する Dibrom の虫がさらに糊加した

場合には,なお大きい Synergism が見,rlは れるかも

しれない.

摘 要

1)Malathionに対する dimethoateおよび Di-

bromの迎合作川iU陸を,市城系イエバエを用いて 滴

下処班はにより火映検討した. 2)malathionとdi･

methoateのrI'iJの迎合作川は similarであった. 3)
malathionに対する Dibrom の壬誌が脚すにしたがっ
て synergismの度合を増大し,混合比が 57:43の拐

令のl山こは,桃.汁学的に有志性がみとめられた.
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similarjointtoxicactionwasobtainedinthe

95:5,83:17and57:43mixturesbetweenmala･

thionanddimethoatewhentheywereapplied

topicallytoadultsofthecommonhousefly,
MuscEldomcsticavicina.Jointtoxicactionbe･

tweenmalathionandDibrom wasincreasedac･

Cor°ingtothedecreaseofrelativequantityof

malathiontoDibrom.SynerglSmObtainedinthe

57:43mixturebetweenmalathionandDibrom

wasstatisticallyslgnificant.
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14. =カメイチュウのパラチオンに対する抵抗性 Ji削 ･-;三郎 (E3.13技術研兜1m ･･3PJlld山部)
37.8.171PI!

仝l!1各地から採Llル たこカメイチュウのパラチオンに対する抵抗力の変動を調べ, この出抗力の
変動が過去におけるパラチオンの依用状態に関連したパラチオン抵抗性の変化であるか石かを検討

した.

1960年の2化期に,香川県与北と静岡県安東から採柴した両個体群のパラチオンに対する抵抗力

を鉢試験で比較したが,前者の抵抗力は後者より約5倍故かっだ.
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する抵抗力を局所施用法で比牧検討したが,香川爪の-FiJ･北朋附 料ま, 同只のは田やm II州 体札 ま

たは仙Prl.tの多くの個体酢に比べて,抵抗力は潜るしく故かつた.香川爪と愛媛県の広い山城のニカ

メイチュウは与北個体群と岡等またはそれ以上の抵抗力を示した.

各個休粥に対するパラチオンの致死薬虫と個体群相互間の距臥 感受性の比消紬d差,過1-に仙川
したパラチオンの虫とのBg係, ならびに抵抗力の次世代-の退伝について検討したところ,パラチ

オンに対する抵抗力はそれぞれの個体群で疏著に異なるが, この抵抗力の変動は個体那相互間の述

近に如関係であり,各個体群の抵抗力はそれぞれの場所で独自に変化したものである.抵抗力の増

大は感受性の枕準偏差の増大をともなう憤向がある.抵抗力は過去におけるパラチオンの班用延が

多い切所はど払い傾向がある. 抵抗力の強い個体群はその特性が次世代に迫伝されるといった諸点

が明らかにされた. したがってこの失敗の結果,香川LTlr<と愛媛爪にはパラチオン抵抗性系統のニカ

メイチュウが広範日割こ分相していることが確認された.

しかし,このパラチオン抵抗性のニカメイチュウは抵抗力が位も強い水準に述しているのでなく,

まだ抵抗性が発達している段階にあり, 抵抗性の発述程皮は過去に班用したパラチオンの虫が多い

拐JVrほど大 きい似向があった.抵抗性が 投も発達していた以所は,香川Ll1rsでは三出花;比地こと上関
減,愛媛瓜では伊予揃中川規であり, これらの勘所の ニカメイチュウは感受性のものに比べて抵抗

力が約7-9Lil壬故かつた.

なお越冬幼山ではパラチオンに対する拡抗仕を検知することができなかった.越冬幼虫の抵抗力

の変動は1預;の個体酢がパラチオンに払い tOleranceを示したためであると考えられる.

ま え が き

パラチオンは1952jFに初めてわが国に輸入された

が.この叫 こ,石凸ら一)はこの殺虫剤のニカメイチュ

ウに刈する殺虫効)Jを誠蚊L:,イネの茎内に食入して
いyL,幼山に極めてイJ●効なことを明らかにした.その翌

iI:., パラチオンは多く.の櫛9:Tで試映的に似用された

が.火t恥u-でも,防除効脚 ま潜るしく肪れていること

がわかった. これらの結氷により,その後 わが国で

は,ニカメイチュウの防除には王としてパラチオンが

仙川されるようになり.今日ではそのIgJl恥こ欠くこと

のできない殺虫剤となった.

ところが1960年度に,香川瓜でパラチオンによるニ

カメイチュウの防除が失敗し,広い両机で 1化規と2

化mjに=P,:るしい被害を受けた.鋭地では,このような

防除の火収は高温.多払 乾燥などの気象要因,なら
びに兆剤の不払 徽-/fiJliliと散布時期の不適正によるの
でないかとさわがれた.しかしこの年にパラチオンで

ニカメイチュウの防除が火収したという拙LB･は毒引H爪

および仙の数兆からあっただけで,多くの鵬では一従

米の射 止および..1L/Ti方法で防除に不都合はなかった.

殺山剤で'-i'･山の防除が火放した似合,その以凶とし

て支線 要凶,兆剤の不払 散相出または倣仰Ij柑Jの不
適正が取上げられる似合が多い. しかし Rousselと

ClowerT)および SternとReynolds8)は,このような

場合,それまでに披用してきた殺虫剤に対する害虫の

抵抗力の変化を検定し, ワタノミゾウムシ AnthoT10･

musgrandisの塩素系殺虫剤に対する抵抗性系統,

アプラムシの1位, Therioapismaculataのパラチ
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オンに対する抵抗性系統の存在を発見した.また一般

に召出の湖虫剤に対する抵抗性系統は上記のような経

過で発見されている1,5,6).

香川爪の広い地相では,1953時以降,ニカメイチュ

ウの防除はほとんどパラチオンに依存しており.別砧

までの班川虫は他用に比べて非1.捌こ多い.このような

尖状からみて,1昨年のパラチオンによるr;JJ'除U)火収

はニカメイチュウがこの殺虫剤に抵抗性をもつように

なってきたためではないかと疑われる.そこで二rtmよ

パラチオンによる防除がうまくいかなかった地ガ.そ

の効力が従来と変わらなかった地方,および迦i･にお

いてパラチオンをあまり仙川していない地方の各地か

らニカメイチュウを採火し,各個脱げのパラ≠ォンに

対する抵抗力の変動を調べ,その変劫が過去のパラ･J･

オンの蚊川状憶に朗逃したパラチオン抵抗性の変化で
あるか石かを枚討した.

本文に入るに先立ち,この研光を失地するに当って

は,iB林省盟菜技術研'jLII.釈,加腰静夫,況谷日次,htl
非宙樹,釜野静払 出林省地物防疫乱 石Ll秀次o)'d

氏から極々の御田中をいただき,また全肌辿出瀧桝兜
釈,上述 守,香川県E%業試験場,上原 'LtJb:,小坂和B･
li｡出光改良汎 福西安田,Bに並出光出光研北)97,小).'L
和一,出林省凹国出菜試験場,i,:古水l.キー,小山光三仇
愛媛爪出没誠鮫場,高山昭夫の各氏および山形爪ほか

30g.との出光誠蚊場柄'1.J'･虫旅店から多大の抑援助を受け

た.ここに鈍記して厚く御礼【P上げる.

実験材料および方法

I) 1960年の2化1規幼虫による検定
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J舶 Lの允llミJ帥こrJJHLt.とり北とITP･1'VILT.も火山で採Ll!した
二･JJメイ-J･ユウなふ化iL'irJTJに帥打(したイネには印し,
幼dlをイネの1='I='仰こ先入させた.パラチオンに対すろ

紙r)'uJは幼山の允入5r]役に枚)i:した.パラチオンは

46,00'乳剤で,これを水in水にて0.01,0.01,0.00IJJt

よび0.001%に柿釈し, コンプレッサーとスプレーガ

ンを用いて,あらかじめ幼山を食入させておいたイ各

棟にI'&布した.ll'lk/lJ'脚ま株当たり15mlとした.なお
IIF(布は鉢的したイネを1分抑 こ2.5回転する回転板上

におき,散布薬紋が全株に均一にかかるようにした.

/1･死虫数は散布3日後に全株を分解して調べた. ＼

ⅠⅠ) 1960年鐙の越冬幼虫による検定

ニカメイチュウの越冬幼虫は冬季に石川爪ほか299rTt

から採〃さした.越冬幼山は25oCのtfi拓1執 こ保ち,パラ
チオンに対する抵抗)Jは幼山の鮒 ヒTEi抑こ検定した.

似 tlしたパラチオンはIfJ'淋 (98,90')で,これをアセト

ンで所定の肌皮に稀釈した.これらのアセトン桁紋は

ミクロメータシt)ンジを用いて,幼虫の背h-の2ヶ所

に,0.00lml払 計 0.002mlを局JVr舶用した.処刑!

した幼虫は円満に切茄を入れた径 9cm,高さ2cmの
シャーレに入れ,配斑 25oCの恒私室に保った.払

死虫数は処珊24柑I'u後に調べた.なお各個休即は供試

するitlfJに50個体の体FLを測定した.

ⅠⅠⅠ) 1961年の1化!gl幼虫による検定 (A)

ニカメイチ3.クは越冬跡こ番川Drltほか5Pr.1,から採糾し

た.これらの越冬幼虫は 25oCのtii氾宝で鮒 ヒさせ,

その蛸から羽化した成虫を苅さ 18cm,径 12cmのガ

ラス寄掛こ移し容郡内に入れたパラフィン紙に産卵さ

せた.卵はふ化urjTJに人工培茶誠には托し,眺誠iltを

銅ffした.人工培益)兆の紬戊は茄1=Rの迫りである.
なお幼虫の飼ffは 25oCの恒私室で行った.

Table1. Compositionofthesyntheticdiet

usedforrearingthericestemborer. Ma･

terialswereputin200ccElenmeyerflask.

Water

Agar

Cellulose

Sucrose

Cassein

Cholesterol

Yeast(F.bios)

Rawbarleyplant

50.0cc

0.7g

0.5 JI

1.0 ll

1.0 l1

0.021I

1.0 IJ

25.0 Jl

パラチオンに対すろ紙杭州よHi720-21日日の幼虫

を人工培養共から取目し,大きさにより2耶級に分け

て検定した.各仰淋7刑まVは するIITJに50m休の休式を
測定した.

仙 目したパウチ.オンJ.･よび拭r)'u)の検11:-JJは)三は快に
Ttの場rtとlrT]伐である.

tV) 1961印の1化糊幼山によ()検'Jに(Il)

FrJHLT.との31地J∴t,岡llT.Zl;I:.1.･32J甥の'dLT,とU)放仙.I.i
からr.Iたこカメイ･J･ユウ卵をふ仙L'(11iJに人ココtt'子ぷ).仁に
柁印し,tJt.拭LJlをL!"n-した.人工FrHXiJ.tの射11戊は teaf
factorとしてイネを川いた以JjLm l-1壬に･'T(したのと

rTlじであ7L).また幼山のDJ'Jff矢作も検')にⅠⅠⅠの場合と
同じである.

パラチオンに対する抵抗力の検光にはEl令20日日の

幼虫を供試した.幼虫は大きさにより2階級に分け,

生育のよい個体(5令と6令)のみを供試した.なれ

各個体肺は供試するTjTjに50個体の体歪をnrl定した.班

Jllしたパラチオンと抵抗力の検定方法は検定 ⅠⅠの場

合と同位である.

Ⅴ) 1961咋の2化1g]幼虫による検定

布川Lr.ミロ【t],仏出11と上古沖細Sよび愛媛県中川配か

ら子tJた卵を人工特選基に接種し,供試虫を飼育した.
人工倍韮兆の机成と幼虫の飼育条件は実験ⅠⅤ の場合

と同じである.

パラチオンに対する抵抗力の検定には日令24日目の

幼虫を川いた.幼虫は大きさにより2階級に分け,坐

宇デのよい仰雌 (5令と6令)のみを供試した.なお各

胴体粥はtJも試する前に50個体の体重を測定した.班用

したパラチオンと抵抗力の検定方法は検定 ⅠⅠの場合

と同様である.

実 験 結 果

I) 1960印の2化相]幼虫による検定

市川Pt.と与北と静岡県安刃iから採探したニカメイチュ

ウなイネの茎内に食入させ,幼虫の食入5日後にパラ

チオンを散布し.散布3日後に死虫数を調べた.この

割出結果から各孤T安における死虫率を求め,氾皮を

対数値に, 死虫率を probitに変換し, log淡要一

probit回帰屯線を計許し,紺M附料こ対するパラチ

オンの致死出産を訊11すると.･Xi2'11のとおりであっ

た.

Table2. LogC-probitregressionequation
andLC-500fparathionemulsionspmyedon
A.S.andYog.K.coloniesofthesecond
broodricestem borerin1960.

Locca!it.ynyand E Reeqg;…諾ionn
LC-50
(%)
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･m21ミによると,Yog.K桐体刑の LC-50は A.S
仰淋州のそれより著るしく高く,紺固体工作の LC-50

の比1糾エ1:5であった.この年の1化1粥にパラチオ

ンでl'JJ櫛が不完全であった香川爪与北地方のニカメイ

チュ.)はパラチオンに対する抵抗力が著るしく故かっ

た.なお･log氾rh:-probit回帰LB紋の係数bは個体

王肘Nで大きな相過がみられなかった.

ⅠⅠ) 1960年超の越冬幼虫による検起

石川爪ほか21爪から採災した越冬幼山に粒々の机Ih:

のパラチオンを局所舶用し,処FJi24矧Lu後に死山故を

調べた.この調査純米からそれぞれの氾皮における純
血率を求め,浪度を対数他に,死虫率を probitに変

Table3.LogC-probitregressionequation,standarddeviationofsusceptibilityand
lethaldoseofparathionappliedtopicallyonricestemborerofvariouscolonieswhich
areinhibernationcollectedfromdifferentlocalities.

Lethaldose

Localityandcolony Regressionequation

Isikawa

Toyama
Hukui

Niigata

Nagano
Yamanasi

Saitama

Tiba

Sizuoka

Aiti

Sign
Nara

Wakayama
Tottori

Simane

Hyogo

Hukuda,Okayama(H･0･)

Ukai,Hirosima(U･H･)
Hisayanlada,･･(班.H･)

Yamaguti
K6ti

Tokusima

Ehinle

Takunla,Kagawa

Hudcoka," (H･K･)
Yogita. "(Yog.K･)

Tatukawa,･′(Tat.K･)

13ussyozan,〟(Bu.K.)
6ita

MiyaZlaki

Saga

Nagasaki
Hukuoka

Kumamoto

Kagosima
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Y-4.933-3.451(Ⅹ-0.967)

Y-5.152-4.984(Ⅹ-1.040)

Y-5.336-5.834(Ⅹ-1.019)

Y-5.204-3.083(Ⅹ-0.830)

Y-4.891-5.592(Ⅹ-1.134)

Y-5.197-6.469(Ⅹ-1.016)

Y-4.851==5.168(Ⅹ-0.956)

Y-5.114=4.849(Ⅹ-0.952)

Y-5.031-6.310(Ⅹ-1.178)

Y-5.072-3.925(Ⅹ-1.219)

Y-5.110-5.215(Ⅹ-1.012)

Y-5.116-5.751(Ⅹ-1.233)

Y-5.139-5.146(Ⅹ-1.083)

Y-4.931-4.177(Ⅹ-0.859)

Y-5.037-4.632(Ⅹ-0.979)

Y-5.036=4.396(Ⅹ-0.905)

Y-5.079-5.545(Ⅹ-1.175)

Y-4.770-4.042(Ⅹ-1.214)

Y-4.756-5.050(Ⅹ-1.282)

Y-5.116-5.250(X-1.105)

Y-5.176-4.479(不一1.011)
Y-5.119-4.111(Ⅹ-1.078)

Y-5.171-3.794(Ⅹ-1.310)

Y-5.116=-3.637(Ⅹ-1.154)

Y-5.208-4.769(Ⅹ-1.069)

Y-5.134-4.153(Ⅹ-1.189)

Y-5.188-5.598(Ⅹ-1.187)

YT5.033-7.193(Ⅹ-1.155)
Y-5.193=4.889(Ⅹ-0.997)

Y-5.138-4.622(X-1.238)

Y-4.830-5.688(Ⅹ-1.270)

Y-5.110-4.746(X-1.097)

Y-5.083-5.532(Ⅹ-1.114)

Y-5.084-4.639(Ⅹ-1.109)

Y-5.307-4.424(X-1.129)

deSvtiaa霊.anrd.fIinb.PdgyP;rei冨hFf
susceptibility

0

l

1

4

9

5

3

6

8

5

2

4

4

9

6

7

0

7

8

1

3

3

4

4

0

1

9

9

5

6

6

1

1

6

6

9

0

7

2

7

5

9

0

5

5

9

7

9

3

1

2

8

4

9

9

2

4

6

7

1

4

7

3

0

1

7

1

8

1

2

2

2

1

3

1

1

1

2

1

2

1

1

1

2

2

2

1

2

1

1

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

1

2

1

2

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

LD-50lLD-84

38

68

57

52

9l

l2

86

78

99

25

23

31

55

折

50

幽

65

83

80

40

27

39

60

朗

3l

l6

24

82

98

74

72

舶

36

94

6

3

2

2

1

3

2

1

1

2

3

2

3

2

3

2

1

3

4

4

2

2

2

3

2

3

4

3

2

1

3

3

2

3

2

2

9

6

2

1

0

3

1

7

0

5

7

5

9

2

1

8

8

4

9

2

9

9

1

7

8

4

0

9

8

6

7

7

0

4

0

5

2

8

2

9

0

9

8

3

8

4

9

9

3

1

1

3

5

5

7

7

1

6

9

3

2

9

8

7

1

5

9

1

8

5

6

4

3

3

5

3

2

2

4

5

3

.4
3

5

4

3

5

8

7

3

3

4

6

4

5

7

4

3

3

6

5

3

5

4

4
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映し.log肌JA:-probit回LJTl心線を.汁汀し, '̂朋休

t料こ対するパラチオンの LC-50とLCl84を求め.

これに幼dL当たりの処理紋FLTtliJ乗じて,幼Lll当たりの

LD-50とLD184を.汁印し.さらにこの致死,LtilおrJ:1/.

EJf小爪で除いて,体爪の g当た,)LD-50とLD-84

を求めた.t.rf'!4さはIn3=111のとおりであった.
耶3:-1壬によると.越冬助山に対するパラチオンの放
夕朗隼故はそれぞれの桐肘作で只なり,LD-50は 1.52

/Ig/gから4.84〝g/gの堀田で,LD-84は2･87f吃/g

から8.54FLg/g稲田で変動していた.この場合,とく

に致死恭丑が高かったのは長野.岡tlJ,広tLL.!,香川,

愛妻払 宮崎の各県から採災した桐肘汀で,これらの個

体耶の LD-50は 3.5lJg/g以上であった. これに反

し,他の大多数の桐肘作では LD-50は3,OIL富/g以下

であった.これはこれらの桐仰げ.のパラチオンに対す

ろ紙抗ノ)が相当拙いことを示唆するものである.しか

し滋野Lr.tと広F:i爪では,爪からの糊/Bによると,池id

にニカメイチュウの防除にパラ.チオンはあまり班川し

ていない.また茄3表に示した致死典故のm附けIInJ変
動はそれぞれの噺抑こおけるパラチオンの班川状憶の

相述と的係なかった.

Table4. LogC-probitregressionequation,
lethaldoseofparathionappliedtopicallyon

なJ..log肌I庄一probit回仙山線の係放bはそれぞ
れの付桝 L粁C･iTtttなった!?'L.係放bと放妃,1ki31ととの(.''Jに

はJJi:のLITJ旅はなかった.

m).1961印の1化191幼山による検)i:(A)

FrJltil.tはか5州から柁LLtした桐脱げを人:i-Jlf花)JrC･

別(F'し,幼山のIlf川いこ柑々のmlA:のパラチオンをll71
桝鮎目し,処fEl!24m;<TL'TJ投に死山故を調べた.この.V,fati
t.lJILにからそれぞれの弧皮における死山ヰiな求め,rJTJ.氾

の-JJ-11三で log氾政一probit回帰屯線を計許し.休正

のg当たり致死薬虫をgFl.iiすると,.m4誠のとおりで

あった.

･354裂によると.パラチオンの致死薬袋は各個体即

で軸掛こ只なり,大きい幼虫の場合,Bu.K,K.Y,

Syo.Y,Si.Y,A.A,0.0,D.H,A.K の各個体

粥では LD-50またはLD-84は5FLg/gまたは10FLg/

g以下であった. これに反して,Yog.K,K.Ⅰの各

仰桝 ttfでは LD-50または LD-84は 6〃g/gまたは

10/Jg/g以上であり,このTtli桐脱げの抵抗力は Bu.K

外 8仰淋桝より故かった. 一方小さい幼虫の場合に

紘,Yog.K以外の仰淋脚では LD-50または LDl84
は 3〃g/gまたは 7/̀g/g以下であったが,Yog･K桐

standarddeviationofsusceptibilityand

thegrowingricestem borerof･various

coloniescollectedfrom differentlocalities,firstbrood,1961.

Localityandcolony

Kogane,Yamagata

(K.Y.)

Kanazawa,Isikawa

(K.I.)

Syowa,Yamanasi

(Syo.Y.)

Simokawara,Yamanasi

(Si.Y.)

Anzyo,Aiti

(A.A.)

Bussyozan,Kagawa

(Bu.K.)

Yogita,Kagawa

(Yog.K.)

Oita,Oita

(0.0.)

Dazaihu,Hukuoka

(D.H.)

As°,Kumamoto

(A.K.)

Average
weight
inmg

9

9

0

7

3

3

2

8

0

-

6

3

8

9

6

7

3

8

73

53

74

48

74

51

66

73

74

50

73

48

班

43

86

57

75

5

Regressionequation

Y-5.038-4.508(Ⅹ-1.114)

Y-4.985-5.952(Ⅹ-0.798)

Y-4.710-4.958(Ⅹ-1.312)

Y-5.201-4.697(Ⅹ-0.905)

Y-5.125=4.875(Ⅹ-1.123)

Y-5.080-3.789(Ⅹ-0.798)

Y-5.113-2.978(Ⅹ-1.104)

Y-4.655-4.955(X-1.188)

Y-5.388-3.313

Y-5.291==2.106

Y-5.166-1.401

Y-4.860-2.895

Y-4.900-5.688

Y-4.897-3.510

Y-5.008-3.507

Y-5.137-5.850

Y-5.023-3.835

Y-5.063-5.688

(X-1.130)

(X-0.843)

(Ⅹ-0.532)

(X-1.262)

(X-1.224)

(X-0.671)

(Ⅹ-1.241)

(Ⅹ-1.110)

(Ⅹ-1.186)

(Ⅹ-0.811)

dTesj& ni ~｢苛
susceptibility

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

8

2

3

5

4

6

2

2

6

0

1

0

6

3

0

2

1

2

2

2

2

3

2

2

5

.4

5

6

5

5

1

1

6

0

7

1

4

7

8

l‖凸
7

6

7

3

4

7

3
.1

2

2

1

2

1

LD-501LD-84

5

5

5

9

6

3

2

1

4

3

3

9

3

3

5

9

3

2

6

2

3

2

3

4

78

02

03

46

93

28

00
.24

48

39

2

2

7

8

3

2

4

4

3

2

6

5

1

9

9

8

2

2

7

.4

1

8

3

2

6

8

5

3

0

4

5

4

7

7

1

8

4

1

1

0

0

2

8

3

1

5

0

4

7

9

4

7

2

3

6

5

6

6

8

5

4

7

6

7

3

3

1

85
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体Lffでは 8.46/Jg/gまたは 18.71〝g/gであった.

以上の鮎米によると, 香川瓜から採災した Yog.K

個附料ま,幼虫の大きさに関係なく,パラチオンに称

する抵抗州ま同じLFA内の Bu.K個体がまたは他鵬の

各個肘ffより著るしく強かった.いま Yog.K偶作肺

とBu.K個帆ITの比佼抵抗力を知るため,致夕E基地

のiLTj桐肘ffJN比率を求めると茄5衣のとおりで,TJ'uL者

の拡抗力は後者に比べて2.5倍から6.5倍の抽出で故

かった.なお K.Ⅰ個体郡では大きい幼虫の場合,

Yog.K仰附け同様,他の個体群より致死英虫は高か

ったが,小さい幼虫の場合には,他の個体がと大差が

なかった.したがって,抵抗力が他の個体群より故か

ったとはいえない.

Table5. Relativeresistanceofthegrowing

ricestem borerofBu.K.andTog.K.

coloniestoparathion.

Colony l Group

Ratiooflethal
dose

LD-50rLD-81

次に log肌政一probitDll柑屯線の係数 bをみる

と.Yog.K≠■淋 がの係数 bは他の個体l汀より小さか

った.

ⅠⅤ) 1961咋の1化193幼山による検定 (B)

石川yr.tの31地J:i.1軌LJ.LLl二L,愛媛の各地の数地点

から採外!した個体tffを人工培韮兆で飼fj･'し,幼虫の生

LfIl1抑こ粒々の氾皮のパラチオンを局所施Jt)し,処別24
時ftiJ後に死出数を調べた.この調査結果からそれぞれ

のむ'l庇における死出率を求め,前記の方法で,log氾

皮-probitllJJ揃屯緑を計辞し,体重の g当たり致死

非iliを1,71日すると,･ijmJ6訪壬のとおりであった.
･ES6'Llの約火によると,パラチオンの致死共立はそ
れぞれの仰淋 肺でT,:るしく只なり.Tom.K,Tan.K,

II･0,H.lI,S.Hの各仰淋脚では.LD-50は2.9FEg/
gから3･8/Jg/g,LD184は 6.1Flg/gから 9.OFLg/g

のJICMlであった.またこれらの仙一淋桝では個的耶IJに
おける致死典iiiの変4如ま極わめて小さかった. 一方

H6.K,In.K,.Yog.K,H.K,Yos.K,6m.K,

Ram.K,Hi.K,Sa.K,6n.K,Tok.K,N.E の各

個体群では,LD-50は 16FEg/gから29FEg/g,LD-84

は 34iLg/gから96F'g/gの稚uflであり, これらの個

体壬刑まTom.Kなどの個肘料こ比べて,致死共立は

著るしく砧かった.なお U.H個体工作では,LD-50は

86

Tom.K仙■淋1.rfなどと同程度であったが,LD-84は多

少高かった.

･一万110g弧俊一prObit回帰屯線の係数bはそれぞ

れの個体郡でW.掛こ舛なっていて,Tom.K,Se.K,

H.H,S.H の各胴体がでは大きかったが,G.K,

K苧S･K,N･E,U･Hの各個体群では他の個肘料こ比

べて小さかった.そして一般に,係数bはパラチオン

の致死共立が高い個体がにおいて小さい帆如'>あっ

た.これはこれらの個体酢ではパラチオンをこ対するLji

応の不均一性が大きいことを示すものである.

一般に召虫の殺虫剤に対する抵抗力を比校検討する

には,LD-50といったように. 1つの指班のみを兆

準にする場合が多い.しかし抵抗力の比収はLh'a肘汀の

穀虫剤に対する反応の不均一性をも考;J盟する必公があ

り,また致死兆丑そのものでは桐的料Luの拡bluJのイJ
志差を検知することができない.そこで各桐附けU)パ

ラチオンに対する抵抗力の有志差を反BE:kの不均一性を

考慮して枚討するため,LD-50とLDl84の p-0.03

における信斬限非を求めた.綿肺ま･al図のとおりで

あった.なお N.E個体粥では,他の個体がに比べて

鵬試出数が極めて少なかったため致死発出の信頼限界

の帽が非常に大きかったので,図には示さなかった.

この何軒限界の上限と下限がiEならないものは相互

にイi志差があると考えられる.茄1図の紡火による

と,S.H胴体i刑まLD-50とLD184の伯仰臥l非の下

限が瓜も低かったが,この個体Lr下との仙こLD-50と

LD-84のいずれもが有志な差を示さなかった も0)に

は Tom.K,Tan.K,Su.K,Hka.K,H.0,ll.ll,

U.Hの各個脱げがあった. したがって, これらの桐

附汀の抵抗力はほぼ同等であったといえる.Jj{LTl川虫の
桐的料ま,S.H仰淋脚に比べて,抵抗jJはイJ瓜に変
化していた.

次に各個肘汀を,1)LD-50または LD-84のJト棚

限非の下限が最低のものとの仙こ有意差を示さなかっ

たもの,2)滋低と投銭のものとのILuに有意差をホし

たもの, 3)扱高のものとのf帥こ有志差を示さなかっ

たものに区分する与,それぞれに属するイU桝 刑は 1),

2),3)の唄でパラチオンに対する抵抗力がイJ出に拙

いといえる.いまそれぞれに属する個体粥を示すと,

1) には上記した8個体が

'2) には Bu.K,Has.K,0.K,Hda.K,I(tu.K,

Ii.K,Ksi.K,Tar.K,E.冗,丁ak.K,Tat.冗,Se.K,

Si.K,Y.E,M.E,S.E,D.E,K.0の各仙削げ

3) には H6.K,G.K,Ko.K,In.冗,Yog.冗,

H.K,Yos.K,6m.K,Ram.K,Hi.K,Has.K,

sa.K,6n.K,Tok.Kの各個体粥が掴していた.

V) 1961年の2化糊幼虫による検定

香川県富EEI.仏生山と上高槻および愛媛県中川厭から
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T.lbte6.LO打C-probitregressionequation,standarddcvjationofsusceptibilityand
lethaldoseofparathionappliedtopicallyonthegrowlngricestem･borerofvarious
coloniescollectedfromdiEEerentlocalities,firstbrood,1961.

Localityandcolony

Kagawa

Tomita (Tom.K.)
Tanaka (Tan.K.)
Bussyozan (Bu.K.)
Hasioka (Has.K.)
sue (Su.K.)
IIIayuka (Hka･K･)
tIbkunzi (H6.K.)
okada (0.K.)

lIayasida (Hda.K.)
Kawatu (Ktu.K.)
Iino (Ii.K.)
Kawanisi (Ksi.K.)
Gunge (G･K･)
Tarumi (Tar.K.)
KotohirA (Ko.K.)
Enai (E.K.)
Takasino (丁ak.K.)
Tatukawa (Tat.K.)
Inagi (In.K.)
Yogita (Yog･K･)
Hudeoka (H.K.)
Yosiwara (Yos.K.)
Senyu .(Se･K･)
emi (6m.K.)
Kamitakase (Kam.K.)
Hizihuta
Simoasa
Kasada
Saita6m0
6nohara
Tokiwa

Ehime

Yamadai
Misima

Saizyo
D5go
Nakagawahara

Okayama
Kitakata
Hukuda

Hirosima

Hisayamada
Saizyo
Ukai

Average
weight
inmg

8
5
8
1
5
5
4
3
8
1
7
4
9
2
7
9
2
7
0
5
9
1
9
5
8
8
8
7
5
2
7

66
66
75
75
60
68
乃
63
朗
61
68
76
69
79
68
66
74
75
67
77
71
88
餌
72
79
朗
83
74
61
72
61

Rcgrcssionequation

Y-5.173=3.609
Y-5.227=3.313
Y-4.729-2.932
Y-5.134-2.314
Y-5.250=2.429
Y-5.339-2.783

(¥11.097)
(Ⅹ-1.127)
(Ⅹ-1.182)
(Ⅹ-1.657)
(Ⅹ-1.213)
(Ⅹ-1.330)

Y-4.914-3.163(Ⅹ-1.747)
Y-5.135-2.883(X-1.497)
Y-5.056-2.941(Ⅹ-1.331)
Y-5.010-2.914(X-1.649)
Y-4.938-3.051(Ⅹ-1.660)
Y-4.935-2.681(Ⅹ-1.683)
Y-5.043-2.142(X-1.GIL)
Y-5.028-2.748(Ⅹ-1.朗8)
Y-5.051-2.045(Ⅹ-1.533)
Y-5.247-2.319(Ⅹ-1.408)
Y-5.030-2.317(Ⅹ-1.555)
Y-4.951-3.101(Ⅹ-1.585)
Y-4.866-2.441(Ⅹ-1.783)
Y-4.818-2.785(Ⅹ-1.759)
Y-4.897-2.375(Ⅹ-1.747)
Y-4.836-2.440(Ⅹ-1.785)
Y-5.078-3.520(X-1.389)
Y-4.802-2.631(X-I.744)
Y-4.614=2.292(X-1.815)
Y-4.822-2.288(Ⅹ-1.801)
Y-4.907-3.235(Ⅹ-1.606)
Y-4.870-2.050(X-1.652)
Y-4.766-2.276(Ⅹ-1.707)
Y-4.843-2.651(Ⅹ-1.717)
Y-4.805-2.729(Ⅹ-1.766)

Y-4.946-3.347(Ⅹ-1.705)
Y-4.778-2.343(Ⅹ-1.389)
Y-4.940-3.742(Ⅹ-I.243)
Y-4.897-2.934(X-1.318)
Y-4.760=1.932(Ⅹ-1.818)

Y-5.017-2.996(X-1.290)
Y-5.186-2.707(X-I.216)

Y-5.048-3.621(Ⅹ-1.117)
Y-5.213-3.544(Ⅹ-1.139)
Y-5.005-2.099(Ⅹ-1.153)

Standard
deviationof
susceptibility

77024132125916474043287367648931322210592ll084803637098839776623344333333343444343442344344330000000000000000000000000000000
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1
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9
4
7

3
4
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7
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9
3
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9
3
1
9
3
9
3
5
5
2
1
1
6
1
1
5
3
9
9
5
2

3
3
4
0
4
4
6
8
6
4
3
3
1
0
9
5
9
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0
7
7
6
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0
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0
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2

1

1

1
1
1
1
1

1
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1
1
1

1
2
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1
1
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2
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38
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33
23
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39
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6
6
t0
28
1l
l0
33
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13
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25
28
16
25
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39
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43
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朗
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DoseinFLgPergram Ofbodyweight

20 40 60 80 100

tot.∫
7▲A.i
BtL.EZlJL+.K
StL.(JZk■.K
88.I
0.I
LIdA.I

lit.I
Il.E
K4l.I
C.K
T■P.I
X0.8
1.I
TLk.I
7小.I
IA.E
Yo■.K

q･t
Yo■.tS+.K
8tA.K
BAA.E
tll.K

8I18.
KLJ.8
8■●x
dEL.I
Tok.I
Y.E
Lf.E

S.E
D.E

X.0
ZZ.O
Jl.a
a.E
tl.tl

Fig1. Variationintheresistancetoparathionofthegrowingricestemborer

ofvariouscoloniescollectedfrom differentlocalities,firstbrood,1961.Double
barscovertheconfidenceihtervalofLD-50atP=-0.05,singlebarsthatofLD-84.

Table7. LogC-probitregressionequation,standard deviationofsusceptibilityand
lethaldoseofparathionappliedtopicallyonthegrowingricestemborerofvarious

coloniescollectedfrom differentlocalities,secondbrood,1961.

JLTEih.al16si'in

pgwpeeirghgtOf

こ石二諒1~茄

Localityandcolony Regressionequation
Standard
deviationof
susceptibility
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Fig2･ Variationintheresistancetoparathionofthegrowlngricestem

borerofvariouscoloniescollectedfromdifferentlocalities,secondbrood,
1961.Doublebarscovertheconfidence
barsthatofLD-84.

柁LfiLたこカメイチュウを人工増益兆で飼ffL,kl)山

の生JffJgJに柏々の肌収のパラチオンを柑所鮎川し,処
m!24時州後に死山数を朋べた.この耶ffkTi!把からそれ
ぞれの肌I空における死出率を求め,前記の方班で,

log氾政一probittTil帰旧線を計許し,休iEの g当た

り致死共立を矧山すると,･m7炎のとおりであった.
環7謹言の結果によると,2化糊の生IfiJlg]幼虫に対す

るパラチオンの致死氷塊はそれぞれのLtLr榔trfでM,著な

差只がみられ.Tom.K とBu.K桐肘作では LD-50

は 3.17F,i/gと 3.37FLg/g,LD184は 5･Ol〟g/gと

5.44lLg/gであったが,Ram.K とN･E仰雌附では
LD-50は27.5/一g′/gと 24.3/′g/g,LD-84は 69.7

/Eg/gと80.2FLg/gであった.したがって,Kam･K

とN.E仰淋肺は,1化1g!助山の場合とFl]様に,Tom.
K とBu.K仰淋J料こ比べて,パラチオンに対する抵

班)Jは=YJ:るしく助かった.なお LD-50とLD184の

p-0.05における4.-i棚限界を求めた純米はIn2回のと

おりであった.

パラチオンに対する抵抗力が強かった Kam.K と

N.E桐附汀では log氾19:-probitIEllh71I心線の係数
bが Tom.K とBu.K桐肘汀より小さかった.

考 察

1960印に石川9T.1,の広場な地相こおいて,1化糊ニカ

メイチュウに対しパラチオンによるyJ'除がうまくい

かなかったが, 2化糊の発ガ川に, この地キほの与北
(Yog.K)と1化iglの防除が従来どJJtF)であった静岡

yrTl,安如 くA.S)でニカメイチュウを採31ミし,刑桐帆汀

のパラチオンに対する抵抗ノJを鉢試蚊で比佼した.そ

の結果によると,Yog.K桐肘糾まA.S仰淋郡に比 _

べて抵抗力が約5倍強かった.また次の世代に,香川

県の Yog.K個体群および日本各地から採黙した個休

粥について,パラチオンに対する抵抗力を比較検討し

intervalofLD-50atp-0.05,single

たが,Yog.K桐t仰Yの抵抗ノJは他県から採災した多

くの付淋LTTよりM.:/i)しく故かった.またこの火験の純
淋石川爪には Yog.K桐休胴とTL-d̂,1;またはそれ以上の

抵抗力を示す ニカメイチ_1ウがLi:稚州に分-1lJ'してお

り,変域PrAにもパラチオンに柑わめて拙いニカメイチ

3･クが分相していることが判明した.

いまこれらの火敗もli火をIyl･貯㌻ると,この研'兜で収
扱った仰桝 卵の うも.冗.Y,Syo.Y,Si.Y,0.0,

A.冗,Tom.K,Tan.K,H.tJ,S.tiの'̂桐附作で

は.パラチオンの LD-50は2.OILg/gから4.0/Lg/g,

LD-84は 3.5/Lg/gから7.5/′g/gの犯州仰こあり.

これらの桐肘作のhflJでは致死兆爪の変効は柑わめて小

さく,また logm俊一probitlnlL-11心線の係放bも刷

互にほとんどZ三がみられなかった.そしてこれらの桐

附ffの路地が全回にまたがっていることから,この昭

川での致死邦LlTtはパラチオンに!･B受性のニカメイチ3.

クに対する通'li亨の伯であると考えられる.またSu.K,

Hka.K,H.0,U.H仰桝肺では,log肌俊一probit

同相電線の係数bは上記の各仙'M仰下より小さかったが

致死紫苑は抵抗力が虫も低かった S.H桐附作とのrIl'J
に有意な差がみられなかったので,これらの桐附けも
一応パラチオンに感受性であるとみなされる.

以上の釣桐附げに比べて,市川Ll.tと変舵PT.主から採災
した多くの桐休肝Cはパラチオンの致死;Lt:i_Rが柑わめ

てT.I.1く.また log肌lA:-probitllll仙r(緑の係数bも
=Y.:るしく変化していたので.これらの桐附作はパラチ
オンに!.B受性であるとはいえない.しかし各地のニカ

メイチュウについてはパラチオンの致死薬包が予め検

定されていないので,これらの地相のニカメイチュウ

についても,パラチオンに対する抵抗力がもともと強
1

かったのか,パラチオンの連続使用で抵抗性が変化し

たものか明らかでない.

ニカメイチュウの自然熊田を袋田迫伝学的な概点か
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Distanceinkilometer

Fig.3. Geographicalvariationoflethaldosesofparathion･acetonsolution
appliedtopicallyonthegrowlngricestemborer.Thesolidcircleindicates
thevariationofLD-50andhollowcirclethatofLD-84.Ashowsthevariation

oflethaldosesofcoloniescollectedfrom thecoastlinepart,B thatof
coloniescollectedfrom theinlandpart,Cgivesthestationsofthesecolonies.



防 山 村 学 那 27 怨-Ill

らみZ.)と,もしある地蝿のニカメイチ;tウがパラチオ

ンの仰山こlLlJ旅なくもともとこの葬'1山剤にとくに払い
性TIをもっていたとすると,パラチオンに対すろ拭TJt

ノJと桐附l川IIIf,"Jの州机とのlllHこは次のような関係が

あると巧えられる.すなわLら,ニカメイチ;1ウの'dn/af本

7げでは偶核しているもののFL.Jで相互に移tt:によってin

玩-T･の交換がおこなわれるので,パラチオンに始い地

城内の隣接胴体がのILtJでは,抵抗力は相互にそれほど

大きなちがいほ生じないし.またパラチオンに強い地

城に接続している地域の個体郡の抵抗力は強い地域の

ものと極耶なちがいも起らない.したがって,抵抗力

は肺郡が退くなるにつれて項次変化していく,いわゆ

る故さの勾配がみられると考えられる.

市川爪は河戸内抑こ而してほぼ刃1四に鮒良い地形を

しているが,実験に供した各m附料ま全爪下にriつて

いる.そこで各仰淋 即のパラチオンに対する抵抗力と

桐体耶相互rluの肺郡との関係を,抑戸内淋こ比較的近
いものと内陸部のものに分けて図示すると.･n3回の

とおりであった.

これによると,ニカメイチュウのパラチオンに対す

る抵抗力は,一般に爪の四部の各桐休耶が如-:'f;の各胴

体Trfより地かった.したがって西部の胴体:trfはもとも
とパラチオンに強かったのでないかという疑問が生じ

る.しかし抵抗力の変司郎ま四;'Bの仰榔珊tuにも取掛こ
みられ,この場合の抵抗力の変動は桐休耶相互r,"Jの距

離に兜モ朋係であった.いまとくに粥胡な例を示すと,

A図では,Se.K桐C4:郡の拡抗力はこのm休耶に妃も

近い In.K や H.K桐附作よりY.:じるしく弱く,む

しろこの佃休群から遠く耶れた Hda.K胴体TnのそjlJ

と同程度であった.同様にB図では.H6.K とYog.

K偶作肺の抵抗力は胡るしく故かったが,これらの胴
体TrY.に隣接している 0.K,Tak.K,E.K個体脚の抵
抗力は9･3く,E.K桐附作の抵抗力は遠く耶れている

Hka.K 仰桝粥と大Z.iなかった. またパラチオンに払

い地域から弱い地域への抵抗力の変化の状態をみる

と,全肘(.)には一定の勾配をもって変化しているよう

に見受けられ.この勾JTuは LD-84の吻合にW.7rJ:であ

った.しかしこの抵抗力の勾矧こほ非職 こ大きい変刑

が伴っていた.したがって,拭抗力のbll1.那rrJ変化にみ

られる勾配は!料こ胴休mq17LIlL'Uにわける柳 l:による氾

伝子の交換によって生じたものでないことは明らかで

ある.

上記のような結果からYl1Wrすると,石川爪の四;'Wの
ニカメイチュウは,一般に兎主部のものより,パラチオ

ンに対する抵抗力は強かったが,これはこれらの地域

の胴休がもともとパラチオンに強かったのでなく,そ

れぞれの均所で抵抗力が独自に変化したものであり,
たまたまこの地城では抵抗力の増大に関与した要因が

多くの均所で郊似していたため,このような現象が起

ったものであ,I.)と増え7L)のが安当であろう.なおこの

I.-.は 石川LT.と西.･'Mの桐f仰下の紙抗力と愛媛県の各個体群

のそれとのがIi郡的脚旅からも夏至に繋付けることができ

ら.すなわち,布川PTlr,の 6n.K胴体郡に最も近い愛

班爪の Y.E仰淋trY･の抵抗力は相当始かったが,愛校

爪でパラチオンに奴も始かったのは Y.E個体群から

約 85km も耶れているN.E胴体酢であり,この個体

汀Fの抵抗力は香川県で最も抵抗力の強かったHi.Km

体刑よりも強かった.また N.E個体才料こごく近い

D.E胴体が (両個体耶間のErl班は約7.5khl),および

Y･E桐休酢とN.E個休群のほぼ中間の地点から採

災した S.E桐休耶 (N.E個体肺からの距離は約40

km)の抵抗力はそれほど強くなく, またこの雨脚休

JrT･はほぼ同ltl;の拙さを示していた.

HoskinsとGordon3)は召虫に対する殺虫剤のlog

非iln-prObitPIT1妬好捕求の計抑ま殺山剤抵抗性の允平析

にjTt変なことを政調し,一般に致死三帖銃の増大は殺虫

剤に対する反LL;の不均一帖のm火をともない,拭fJ't性

とlog非ilTt-probit回L-t'liL'ほ1,kの勾凡!との['t'Jには逆の

関係のあることを指摘している.そこで耶101壬に示し

た各個附iTのパラチオンに対する感受性の坊ttr欄Z::と

LD-84との関係を[14'T(すると,.Lri4Ⅰ､司のとおりであ

り, LD-81が多少でも叩大している仰ElfGLfYではT･Liq受

任の既畔舶Z三は大きかった.
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Fig4.RelationbetweenLDl81andstandard

deviation ofsusceptibility oE parathion
onthegrowingricestemborerofvarious

coloniescollectedfrom differentlocalities,
firstbrood,1961.

いま抵抗力の故さと感受性の捺準偏差の大きさとの

和関々係をみると,全桐休符Fをとおしてみた場合には

抵抗力の強い個体耶ほど感受性の標準偏差が大きいと

はいえ卑い.しかし図に示された両者の関係を詳細に

みると,各胴体郡は抵抗力の増大に比べて感受性の坪
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Table8. ActiveIngredientofparathioningramsperhectareusedincontrollingrice
stemborerinvariouslocalitieswherethetestinglnSeCtSWerecollected.
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叩桐JT;_の1m火が搾わめて大きいIL与りと,娼受性の捺印
朋Z三がrtlTJZlほど大きく和犬しない〃与りの2つに分れて

おり,それぞれのガリ)の中ではflTdn･のltrJに訂古い旧姓他
が認められた.したがって,ニカメイチュウでは抗抗

力の脚火はパラチオンに対すろFjlLL:の不均一性のm火
をともなう帆('dがあるといえる.このような純一での朋

係は HoskinsとGordonが指摘したところに一致す

るものであるので,この実験の純米パラチオンに対す

る抵抗力が強い胴体桝では,パラチオンの迎続班FT]に

ょって抵抗性の発達したことがうかがわれる.なお紙

抗力と反応の不均一性との関係は胴体Ttfによって方向

の異なった2つの封きりに分かれていたが,これはそれ

ぞれの焔りに属したニカメイチュウでは抵抗性が変化

してきた過程が顕熱 こ只なったためと想われる.

殺山剤に抵抗性系統のtLTf･虫を抵抗性が一同払い水郷

に述するまで淘汰を紺 ナると,反応の不均一性は逆に

は少することが 2,3nnらかにされているが3), ニカ

メイチュウの拐合には･抵抗加 'l強くて助 Sの不均~
性が小さい桐肘刑ま見当たらなかった.これは番目と

愛媛のニカメイチュウではパラヂオンに対する抵抗性

が現在発達しつつあることを意味するものと考える.

安田｡)はコロモジラミとイエバエの殺虫剤祇抗性の

研兜において, コロモジラミの DDT と γ-BtIC抵

抗性,イエバエの γ-BHC抵抗性は過去にこれらの殺

虫剤が郷党に班用された地域ほど故いことを明らかに

している.香川爪では,1953年以降行年のパラチオン

の記上げmが旧mJ村叩位で記録されていたので'いま

これらの円料のうち,この実験に供試した各個休粥の

採nl地について,ニカメイチュウの防除に班用された
虫のみを 1ha当たり和効成分爪として121示すると'

耶8表のとお.りである.

これによると,Has.K,Yos.K と 6m.K桐附作

はパラチオンの致死難読が相当悶かったが.これらの

各個附汀の採附 加こおけるパラチオン班用益は毎年そ

れほど多くなく,また Hda･K仰桝 TFT･では致死恭虫は

p.-･るしく商いといえなかったが,このm体刑の採引き地

にわける伐FTrilrliは行年相当多かった.このように1邦

の桐附印では佃咋のパラチオンの班ml七倍と致死灘椛
との[.I.Jに1耶SLたような凹迎性がみられたかった.し

かし放妃･･班爪が'Y.-･ろしく苅かった In.K,Ham.K,

Hi.K,Sa.冗,Tok.Kの/d仙■淋 脚の柁Lfミ地では行咋
の班FT]_Ttiは柁 めて多く,一方敢死水机が低かった

Tom.K,Tan.K,Su.K と Hka.K 仰淋 即の採染地

では,他の個附汀の採〃!地に比べて,毎年の使用蛍は

非指に少なかった.過去･8ケ坪に班n]された有効成分
穴とLD-50との関係は節5図のとおりである.

これによると,先にも指摘したように,枚用-iTaが多

かった刑に LD-50が低い佃休恥 またはその逆の仰

附作が多く, すべての脚附TT.が同じ相成に肘 T]爪と

LD-50とのLkl隣をホしていない. これは耶8:Rの班

川爪が町村Ill位に5,.ける･V.rJ肌であるため,tJも誠仰淋
7rTの柁仙 血における班川の突問がすべて閉じ粒度に代

:pJミされていないこと.好咋1.2化ig]を通じ迎純班m

したかどうかということ,および班川虫の年次変動が

それぞれの町村で;rq･なっていることなどで,ニカメイ

チュウに及ぼしたパラチオンの彫響力および膨轡の及

ぼし方がすべての桐体刑に同等に裳現されないので当

然起りうろことと思う.しかし第5図の全体的な幌向

をみると.過去に使用されたパラチオンの塁とLD-50

との問には相当高い関連性がみられた.いまこの場合

の両者の相関係数を求めると γ-0.859であったが,

この肌は,TJfJ記したように,両者の関連性に負の作用

をする好個 が多く介在したもとでのものであるので,

実際には妃に7.'6い村関係数が狩られるものと考える.
このことは,番目雨 のニカメイチ,.クのパラチオンに

対する拡抗力の変刺は過去･のパラチオンの班m状闇に

非指に強く克tZ班されたことを明らかにするものであ

ち.したがって,市川爪下の広い地域ではパラチオン

の迎統班用でニカメイチュウのパラチオン抵抗性が発

達し,抵抗性の発述印度は過去8ヶ年に使用されたパ

ラチオンの虫に粥迎したものであるといえる.
なお先に各仰淋LfTLの紙抗力と胴体が相互間の距離と
の関係を検討した際,香川県西部のニカメイチュウの

抵抗力が朔部のものより独かったのは.この地相では

抵抗力の和犬に'lJS与した要因が多くの場所で類似して

いたためであろうと述べたが,いま第8衣をみると,

パラチオンの班川爪が多かったのは四部の各地であ

ち.したがって,西部の各m体即の抵抗力が強かった

のは,この地域の各地では共通してパラチオンを多流

に班用してきたことに起因するといえる.

次にパラチオンの桃川琉と LD-50の抑こ悶い抑内
々係が認められたので, この似合のTTi株式を求める

と,y-2.20Ⅹ+1,86であった.いまこのTL'(株式から

8ケ印の班Tr]爪が lhai'1たり5kgの場合の LD-50
をl汁粁)･ろと.その†Lf【は 12.86/,拷/gになるが'これ

はパラチオンに!.B受帖であるTom.K仰WMf･の LD-
50の約3.8Ll;･である. したがってFrJllDr.I,内では,こ

こに検;i;しなかった噺抑こわいても.出1:･8ケ咋のパ

ラチオン仙 川,tが 1ha当り5kg以上の場合には,ニ

カメイチュウのパラチオンに対する抵抗力は感受性の

ものより約3.8倍以上増大していることになる.

節7表には,1961年の 1化糊に抵抗力が弱かった

Tom.K とBu.Km体肝,抵抗力か故かったKam.K

と N.E胴体郡について,次世代幼虫の抵抗力を検定

した結果を示したが,Tom.K 胴体脚の2化糊幼虫の

粥抗力は1化期幼虫のそれと大差なくともに極めて弱
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かった.このことはこの桐陣郡はパラチオンに感受性

であることを更に明確にするものである.

一万1化跡 こ抵抗力が強かった Kam.KとN.E個

体J料ま2化糊にも同様強い拡抗力を示した.いま1化

糊と2化胴幼虫について,両個肘汀のLD-50のTom･

K仰淋 仰のそれに対する増大率を求めると,1化糊幼

虫の場合には,Ram.K 個体酢 は6.9倍,N.E個休

7料ま8.6flJr･であり.2化期幼虫の場合には8.7倍と7.7

倍であり,両個体酢とも,2化期幼虫の抵抗力の増大

率は1化1g]幼虫の場合とほとんど同程度であった.こ

のような結果は,香川県と愛媛県のニカメイチュウで

はパラチオンに対する抵抗力が鋸掛こ変動したが,こ

の変動は1時的なものでなく.次脚 宅に迫伝される性

質のものであり,パラチオンに強い胴体郡はパラチオ

ン抵抗性系統であることを矧 寸けるものである.

なおBu.K桐脱げ･では1化糊幼虫の拡抗)JはTom.
K個体粥より始かったが,2化期幼虫の抵抗力は

Tom.K 桐附作と大差なかった.これはこの個体郡の

拡抗力は過去に仙川されたパラチオンの去LS班で多少変

化の放映を示すが.この程皮の抵抗力の変化は1時的

なものであり,その相性は次1Lr代に迫伝されるほど安

定なものでないためである.したがって,Bu.K個体

那および抵抗力がこの個肘げと同程度以下の掴作酢で

はまだパラチオン抵抗性系統であるとはいえない.

検'JEIにおいて,越冬幼虫のパラチオンに対する抵

抗力の桐附附抑こおける変動を検定したが.その結果

は郡3･ilに示したとおりであった.･ilTi3衣に示した胴

体Lげのうち,香川爪の H.K,Yog.K,Tat.KとBu.

K桐tMT･,瓜.'59㌔との H.HとU.H仰淋 粥,岡山爪の
rI.0桐肘作については,校定 Ⅳにおいて,生育1g】幼
山のEu)'uJをも検定した.そこでこれらの個体酢につ

いて,パラチオンに対する抵抗力が越冬幼虫と/1背jgj
幼山とでどう追うかを検討するため,越冬幼虫におけ

る LD-50とJJi刑g]幼虫におけるそれとの相迫を図示

すると,･i736回の通りであった.
こjいこよると,U.tIとH.H胴体肺では,越冬幼
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94

虫の抵抗力は滋も強かったが,生育)的幼虫の拡杭州ま

逆に最も弱かった.一方 Yog.K とH.K桐休肺では

生育J調幼虫の抵抗力は極めて故かったが,越冬幼虫の

抵抗力は H.0 とか Tat.K桐体刑と大差がなかっ

た.また越冬幼虫で検定した場合には抵抗力の桐附け

lIFJの変別は小さかったが,生育期幼虫で検定した場合

には,この変動は非常に大きかった.したがって,越

冬幼虫ではパラチオンに対する抵抗性の発達状況な検

知することは困難である.

なお光に指摘したように,越冬幼虫の抵抗力の変刑

は過去のパラチオンの他用状憩と密接な関係がないこ

と,生育期幼虫の場合のように log沈呈皮-probitlLIll
帰厄緑の係数bの変化をともなわないこと.ならびに

上記の規範から考えると,越冬幼虫のパラチオンに対

する抵抗力の変動は幼虫の生育期における環境先日'･の
相過にもとづくもので,1笥;の仙一淋郡がパラチオンに
払い tOleranceを示したためであると巧.えられる.
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R占Bum占

Itwasin1952thatparathionwasfirstimported

toJapan.lshikuraandhiscoworkersconfirmed

thatthismaterialishighlytoxictothelarvae

ofricestem borer,ChilosuPPressaLisWalker,
whichhadboredintothericeplantstem.Otller

fieldtestsalsoshowedtりatparathionisexcel･
lenttocontrolthericestem borer. Conse･

quently,parathionhasbeenusedincontrolling
thisinsectpracticallythroughoutJapan.

Duringtheearlysummerin19601therice
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StemborerhasbecomediHiculttocontrolwith

parathioninsomepartsofKagawaandEhime

prefectures.Growersregardedasthesefailures

maybeduetoeitheradverseweatherconditions

ortofaultyapplicationwithpoorformulation.

rlowcver,inthisseason,paratlio:一WaSfound

togiveverysatisfactorycontrolasusualwith

sameapplicationtechniquesandformulationin

otherreglOnS.Thericestemborerswerecon･

trolledbyapplicationofparathionsince1953in

themostpartsofXagawaandEhime.Parathion

wasappliedlleaVilyinthesepartsascompared

withothers.Therefore,itwasprobablethat

ricestem borersinthesepartsmay become

resistanttoparathion.

In1960and1961,potandlaboratorytestswere

undertakentoverifytheresistancetoparathion

inthericestemborer. Experimentalmethods

andtheresultsaresummarizedasfollows.

1) In1960,eggsofthesecondbroodofthe

ricestem borerwerecollectedfrom Yogita,
Kagawawhereparathionwasnotgivingsatis･

factorycontrolinthefirstbroodofthesame

yearandAれto,Sizuokawhereitwasgiving

verysatisfactorycontroL Theobtainedeggs

wereplacedonthericeplant.Parathionemul-

sionsweresprayedonriceplants5daysafter

thenewlyhatchedlarvaeboredintotherice

planttissue.Mortalitycountweremade3days

aftertheapplication. LogC-probitregression

equationandtheLC-50aregiveninTable2.

TheLC-500ftheboredlarvaeofYog.K.colony

was0.0227percent､whilethatofA.S.colony

was0.0015percentparathion.ComparingLC-50

0ftwocolonies,itwasfoundthatYog.K.

colonywasabout5timesresistanttoparathion

thanA.S.colony.

2) In1961thefirstbroodricestem borers

werecollectedfromvariouslocalitiesinJapan.

Theinsectscollectedwererearedonsynthetic

dietasshowninTable1inaconstanttemper･

atureroomat25oC.Dosage･mCrtalitydatawere

obtainedbytopicalapplicationofparathionto

fifth-andsixth.instarlarvae.Priortotreatment

thelarvaewereweighedindividually.Aceton

solutionsofparathioninvariousconcentrations

wereappliedtothelarvaein0.002mlemploy-

1ngamicroapplicator.Thetreatedlarvaewere

keptin25oC. Mortalitycountsweremade24

hoursaftertreatment.

InTables4and6,log C-probitregression

equation,standarddeviationofsusceptibility

andthelethaldosesaregiven.Theseseriesof

laboratorytestsshowedthatthegrowinglarvae

ofvariouscoloniescollectedfrom differentlo･

calitiesrespondeddifferentlytoparathion.The

lethaldosesofparathionforthegrowinglarvae

ofTog.K.colonywereapproximatelyfrom2.5

to6.5timeshigherthanthatrequiredforBu.

K.colony(Table5).Thiscolonywasalsomore

resistantthanothervariouscoloniescollected

from Yamagata,Aiti,6ita,Hukuokn andKu-

mamoto(Table4).Inothertest,theLD-500f

parathionforthegrowinglarvaeofTom.K.and

Tan.K.coloniesfrom Kagawa,H.0.colony

fromOkayamaandH.H.andS.班.coloniesfrom

Hirosimavtlried from 2.9ILKtO 3.8/Eg per

gramofbodyweight,whilethatforH13.K.,
In.K.,Yog.冗.,H.K.,Yos.冗.,Om.K.,Ram.

冗.,Hi.K.,Sa.K.,On.K.andTok.K.colo･

れiesfromKagawaandN.E.colonyfromEhime

variedfrom16･0/′gto29･0/′gpergramofbody

weight(Table6).Theresultsindicatethatthe

levelofresistancetoparathioninthelatter

colonieswasconsiderablyhigherthaninthe

othercoloniestested.

3) In1961thesecondbroodricestemborers

werecollectedfromKagawa(Tom.K.,Bu.K.

andKam.K.colonies)andEhime(N.F.lCOlony).

Rearingandtestingmethodswerefollowedas

inthecaseofthefirstbroodlarvae.Mortality

countsweremade24hoursaftertreatment.Log

C-probitregressionequation,standarddeviation

ofsusceptibilityandthelethaldosesaregiven

inTable7.TheLD-500fparathionforthe

growinglarvaeofTom.冗.andBu.冗.co一onies

were3.2/Lgand3.4//gpergramofbodywcight,
whilethatforKam.K.andN.E.colonieswere

27･5〃gand24･3/′gpergramofbodyweight･

TheLD･500fparathionforthegrowinglarvae

ofRam.K.andN.E.colonieswereapproximately

9and8timesofthegrowinglarvaeofTom.K.

colony.Essentiallythesevaluesofparathion

werealmostequaltothatofthefirstbrood

larvaecollectedfromthesameparts.

4) ForthegrowinglarvaeofK.Y.colony
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fromYamagata,Syo.Y.andSi.Y.coloniesfrom

Yamanasi,Tom.K.andTan.K.coloniesfrom

Kagawa,H.H.andS.H.coloniesfrom Hirosi-

ma,0.0.colonyfrom 6itaandA.K.colony

fromKumamotothelethaldosesofparathion

and standarddeviation ofsusceptibility are

ratherlessthantheothercoloniestested,and
variationsofthe lethaldosesand standard

deviationofsusceptibilityamongabovecolonies

arerelativelysmall. Theabovementionedre-

sultsjustifythatthesecoloniesArethestrain

susceptibletoparathion.

5) Astotheresistancetoparathionofthe

growlnglarvae,~thecoloniescollectedfrom the

westernpartofKagawawerehigherthanthose

from theeasternpart.Butitisfoundthatthe

resistancetoparathionhad varied markedly

amongthecoloniescollectedfrom thewestern

part,andthatthesevariationsintheresistance

toparathionhadnorelationwiththedistance

betweenthelocationsofcollection (Fig.3).

Theresistancetoparathionofthericestem

borersvariedaccordingtothelocalitieswhere

tlleyWereCOllected.

6) lくelationbetweentheLD-84andthestan･

dard deviationofstlSCeptibility isshownin

Fig.4.Asregardtotheincreaseofresistance

toparathionineachcolony,thereareagroup

ofcolonieswhichstandarddeviationofsuscep･

tibilityincreasedlargelyandagroupofcolonies

whichstandarddeviationofsusceptibility did

notincreasesomuch,andahighercorrelation

wasobservedbetweenthem. Theincrea占eof

resistatlCe,therefore,inricestem borertends
toinduceununiformityinitsreactiontopara･

thion. Thecolonybeinghighlyresistantand

uniform inreactionwasnotfoundinthecolo-

niestested.

7) ticlationbetweentheresistancetopara･

thionofthericestem borersandtheamount

ofparathionusedinthelasteightyearsinthe

locationsoftheinsectscollectedisshownin

Fig.5. Generallythe-degreeofresistanceto

parathionofthericestem borercoloniesde･

pendedontheainountofparathion usedin

practicalcontrolhitherto.

8) RatiosofLD-500fthegrowinglarvaeof

Ram.K.andN.E.coloniestothatofTom.K,

粥

colonywere6.9and8.6inthefirstbroodand

8.7and7.7inthesecondbrood.Therefore,the

resistancewasthoughttobeinheritedtothe

followingbrood.･

9) Ⅰnthisstudy,itisfoundthatparathion･

resistantricerbtem borersdistributeinwide

region'inKagawaandEhime: However,these

parathion･resistantstrainsarenowincourseof

development,andthedegreeofresistanceis

dependedontheamountofparathionusedin

practicalcontrolhitherto.Thehigherparathion･

resistantstrainswerefoundwhereapplications

wereheavier.

10)Inwinterseasonof1960,thelarvaewhich

werehibernatingwerecollectedfrom different

localitiesinJapan.Theselarvaeverekeptina

constanttemperatureroomat25°Cuntilthey

weretreatedwithparathion.Dosagemortality

datawereobtainedfollowingthesamemethods

usedonthegrowinglarvaeofthefirstbrood

in1961.

Mortalitycountsweremade24hoursafter

treatment. LogC-probitregressionequation,
standard deviation ofsusceptibility and the

lethaldosesareglVeninTable3.TheLD-500f

parathionrangedfrom1.52FLgPergramOfbody

weightinthelarvaewhichwerehibernating

ofNiigatacolonyto4.83ILgPergramOEbody

weightinthatofU.H.colony. Thelarvae

whichwerehibernatingcollectedfrom Nagano,
Okayama,Hirosima,Kagawa,EhimeandMiya･

zakiweremoretolerantthantheothercolonies

tested. Therearenocorrelationbetweentlle

LD-500fthetestedcoloniesandtheamountof

parathionusedinpracticalcontrolhitberto･As

showninFig.6,theLD-500fparathionfor

thelarvaewhichwerehibernatingvariedfrom

2･8〃gpergramofbodyweightinBu･K･colony

to4.8〃ginU･H･colonyIWhilethatfortlle

growinglarvaevariedfrom3.4FLgPergramOE

bodyweightinU.H.colonyto17.2/LginYog.

K.colony. Consideringtheaboveresults,the

largervariationinthe-growlnglarvaeprobably

arisesfromthechangeinthelarvalresistance

toparathion,butthesmallervariationinthat

ofthelarvaewhicharehibernatingmaybedue

tovariationillthetolerance,･


